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一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

五
月
二
十
一
日
付
第
一
〇
四
号

三
月
二
十
九
日
付
参
会
第
一
三

六
四
ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
九
二
号
一
二
八
ペ
ー
ジ
×

号
（
そ
の
一
）
三
二
ペ
ー
ジ
×
同
（
そ
の
二
）
一
九
二
ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

終
り
か
ら

四
一

一
一
の
五
第
一
項
中

の
五
中

四
二

一
一
、
第
四
条
の
三
「

法
第

、
第
四
条
の
三
中

「
法
第

平成™œ年œ月™˜日 火曜日 第�—› 号官 報
限
定
承
認
公
告

本
籍
東
京
都
台
東
区
元
浅
草
四
丁
目
一
四
番
地
、
最

後
の
住
所
東
京
都
墨
田
区
東
駒
形
一
丁
目
一
八
番
八

号

被
相
続
人

亡

黒
田

光
夫

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
一
月
二
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
五
月
七
日
東
京
家
庭
裁
判
所

に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者
及
び

受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請

求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

東
京
都
墨
田
区
江
東
橋
三
丁
目
九
番
七
号
国
宝
ビ

ル
六
階
東
京
東
部
法
律
事
務
所

限
定
承
認
者
黒
田
茂
代

代
理
人
弁
護
士

城
崎

雅
彦

同

杉
田

敬
光

限
定
承
認
公
告

本
籍
東
京
都
台
東
区
元
浅
草
四
丁
目
一
四
番
地
、
最

後
の
住
所
東
京
都
墨
田
区
東
駒
形
一
丁
目
一
八
番
八

号

被
相
続
人

亡

黒
田

玲
子

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
一
月
二
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
六
日
東
京
家
庭
裁

判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者

及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

東
京
都
墨
田
区
江
東
橋
三
丁
目
九
番
七
号
国
宝
ビ

ル
六
階
東
京
東
部
法
律
事
務
所

限
定
承
認
者
鈴
木
タ
カ

代
理
人
弁
護
士

城
崎

雅
彦

同

杉
田

敬
光

金
融
商
品
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
五
日
を
も
っ
て
第

二
種
金
融
商
品
取
引
業
及
び
投
資
助
言
・
代
理
業
を
廃
止

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る

顧
客
取
引
の
結
了
の
方
法
並
び
に
金
融
商
品
取
引
業
に
関

し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た
財
産
及
び
そ
の
計
算
に
お
い

て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の
返
還
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て

は
、
結
了
が
必
要
な
顧
客
取
引
及
び
返
還
を
必
要
と
す
る

顧
客
財
産
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
西
二
丁
目
二
番
六
号

株
式
会
社
ア
ラ
キ
エ
ス
テ
イ
ト

代
表
取
締
役

小
林

博
茂

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
四
億
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

東
京
都
江
東
区
亀
戸
六
丁
目
五
六
番
一
五
号

セ
ン
ト
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目

的
会
社

取
締
役

長
縄

順
一

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
七
千
七
百
三
十
万
円
減

少
し
、
二
十
八
億
七
千
九
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
発
行
済
優
先
出
資
総
口
数
五
万
九
千
百

二
十
六
口
を
一
口
に
対
し
て
金
五
万
円
を
も
っ
て
一
千
五

百
四
十
六
口
有
償
消
却
し
、
消
却
に
要
す
る
額
を
七
千
七

百
三
十
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
効
力
発
生

日
は
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日
で
あ
り
、
社
員
総
会

の
決
議
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月
十
七
日
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
平
成
二
十

五
年
六
月
二
十
一
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

要
旨
は
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
二
日
付
官
報
の
号
外
第

八
十
六
号
五
十
三
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
二
番
三
号

虎
ノ
門
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
特
定
目
的
会
社

取
締
役

飯
森

賢
二

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
一
〇
九
条

に
基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
二
億
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
美
土
代
町
九
番
一
号

特
定
目
的
会
社
ソ
フ
ィ
ア

取
締
役

千
賀

貴
生

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
六
億
五
千
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
平
成
二
十

五
年
六
月
二
十
三
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

要
旨
は
平
成
二
十
五
年
四
月
十
七
日
付
官
報
の
号
外
第
八

十
三
号
五
十
六
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
二
丁
目
三
番
地
九

特
定
目
的
会
社
ソ
ニ
ッ
ク
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ツ
７

取
締
役

荒
川

和
也

優
先
出
資
の
消
却
に
つ
き
優
先
出
資
証
券
提
出
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
金
六
十
八
億
六
千
万
円
を

金
六
十
二
億
一
千
万
円
に
減
少
し
て
発
行
済
優
先
出
資
総

口
数
十
三
万
七
千
二
百
口
を
一
口
に
対
し
て
五
万
円
を

も
っ
て
十
二
万
四
千
二
百
口
に
強
制
有
償
消
却
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。
当
社
の
優
先
出
資
証
券
を
所
有
す
る

方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
四

日
ま
で
に
優
先
出
資
証
券
全
部
を
当
社
に
ご
提
出
下
さ

い
。平

成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
二
丁
目
三
番
地
九

特
定
目
的
会
社
ソ
ニ
ッ
ク
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ツ
７

取
締
役

荒
川

和
也

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
三
千
五
百
万
円
減
少
し

六
億
四
百
十
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
二
日
で
あ

り
、
社
員
総
会
の
決
議
は
平
成
二
十
五
年
五
月
十
五
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
五
年
四
月
十
八
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
八
十
四
号
）

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
一
番
二
八
号

Ｉ
ｎ
ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

石
田

泉

優
先
出
資
の
消
却
に
つ
き
優
先
出
資
証
券
提
出
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
三
千
五
百
万
円
減
少
し

て
六
億
四
百
十
万
円
と
し
、
発
行
済
第
一
優
先
出
資
七
百

口
を
消
却
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
第

一
優
先
出
資
証
券
を
所
有
す
る
方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ

る
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
二
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出

下
さ
い
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
一
番
二
八
号

Ｉ
ｎ
ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

石
田

泉

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
四
日
公
布
環
境
省
令
第
三
十

一
号
（
環
境
影
響
評
価
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

三
ペ
ー
ジ
二
段
目
一
七
行
目
か
ら
二
二
行
目
ま
で
は
次

の
と
お
り
の
誤
り
。

一

法
第
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
配
慮
書
を

作
成
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

法
第
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
配
慮
書

の
案
又
は
配
慮
書
に
つ
い
て
関
係
す
る
行
政
機
関

又
は
一
般
の
意
見
を
求
め
た
と
き
は
、
関
係
す
る

行
政
機
関
の
意
見
又
は
一
般
の
意
見
の
概
要

四
ペ
ー
ジ
一
段
終
り
か
ら
九
行
目
か
ら
二
段
五
行
目
ま

で
は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

用
さ
れ
る
法
第
五
条
第
一
項
第
八
号
」
と
、
同
項
第
一
号

中
「
法
第
三
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十

八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
三
条
の
三
第
一
項
」と
、「
法
第
三
条
の
七
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
条
の
七
第
一
項
」と
、

「
第
一
種
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は

「
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、「
法
第
三
条
の
二
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
条
の
二
第
一
項
」と
、

第
一
条
の
六
及
び
」
に
、「「
第
七
条
」
を「「
法
第
七
条
」

に
、「「
第
四
十

š™
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